
- 1 - 

 

 

地域公共交通確保維持事業の目標値の変更について（令和７年度事業分） 

 

 本件は、本年度第１回会議においてご協議いただきました、「地域公共交通確保維持事

業（地域内フィーダー系統国庫補助事業）」における、「袋井駅・中東遠総合医療センター

線」事業について、令和７年４月から運行便数を変更予定（※別途、先の案件で協議）で

あることに伴い、「地域公共交通計画 別紙」中の事業の目標値の変更が必要となること

から、ご協議いただくものです。 

 

１ 補助申請対象期間 

  令和７年度（令和６年10月～令和７年９月） 

 

２ 袋井駅・中東遠総合医療センター線の事業の目標（１日当たりの利用人数 人/日） 

令和３年４月から袋井高校の通学利用が可能となるよう一部路線・時刻を変更したこ

と、また、令和５年４月から運行経路上に新たにバス停を追加したことなどから、令和

４年度以降、利用者数は増加しています。（参考：コロナ前の令和元年度（47.5人/日）） 

今回、令和７年４月から運行便数を減便する予定であることから、減便による利用者

数への影響及び、11月に県が発表した袋井高校の令和７年度募集定員を勘案し、令和６

年度実績を基礎として、目標値を次のとおり変更します。 

（１）減便による影響 

   乗車による聞き取り調査の結果から、通院の帰りの時間が時刻表と合わない場合に、

別の手段に変更するという利用者あり。 

⇒ 通院の帰りの利用が想定される便のうち、減便による影響を受ける３・５・７・

９・10便において、中東遠総合医療センターからのＯＤ調査時の乗車人数４人のうち、

半数が他の手段を利用すると仮定する。 

⇒ ２人/日の減 

（２）袋井高校の募集定員について 

  ・ 令和７年度募集人数：６クラス 240 人 

  ・ 令和７年度全校生徒数（予定）：19クラス 772人 ⇒ 令和６年度比 97.72％ 

  【参考】令和６年度生徒数：１年生６クラス 252人、２年生７クラス 280人、 

３年生７クラス 258人、全校 20クラス 790 人 

  ⇒ 令和６年度実績のうち、「袋井高校入口」の４月～９月（124 日）の利用者数を

97.7％に変更し、年間利用者数を試算。 

  ⇒ 16,411人/243日 ＝ 67.5人/日 

  ⇒ 0.2人/日の減 
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- 2 - 

 

（３）新たな目標値（人/日） 

系統名 

令和４年度 

(R3.10～R4.9) 

実績Ａ 

令和５年度 

(R4.10～R5.9) 

実績Ｂ 

令和６年度前期 

(R5.10～R6.3) 

実績Ｃ 

令和６年度 

(R5.10～R6.9) 

実績Ｄ 

令和７年度 

(R6.10～R7.9) 

目標値Ｅ 

① 
袋井駅・中東遠 

総合医療センター線 
49.8 55.8 60.9 67.7 

65.5 

（変更前 60.9） 

 (1)から↓ (2)から↓ 

目標値Ｅ＝Ｄ － ２人 － 0.2 人 

(変更前目標値Ｅ＝Ｃ) 

 


